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船橋都市計画やよい町地区地区計画 

名称 やよい町地区地区計画 

位置 船橋市坪井東５丁目の一部の区域 

面積 約２．７ha 

区

域

の

整

備

・

開

発

及

び

保

全

の

方

針

地区計画の目標  東葉高速鉄道沿線地域において形成される優良な住宅市街

地の一角をなす地区として、既存の住宅市街地の環境の保

全、増進を図り、鉄道整備による利便性を活かしつつ優良な

住宅市街地の形成をめざすことを目的とする。 

 また、鉄道開通により、今後未利用地における住宅立地動

向が加速することが予想されるので、計画的に良好な住居環

境を形成できるよう、適正に土地利用の規制ならびに誘導を

図ることを目的とする。 

土地利用の方針  当地区を特性に応じて次の２地区に区分し、隣接する坪

井、八千代緑が丘駅北部、八千代緑が丘駅南部の各土地区画

整理事業区域内の土地利用と整合のとれた低層独立住宅地と

し、用途の混在を極力排除する。 

１．既存住宅地区 

  すでに市街化が進行している地区であることから、既存 

の居住環境の保全を図り、今後の環境悪化を未然に防止す 

 る。 

２．新規住宅地区 

  今後予想される未利用地の市街化に際し、良好な居住環 

境を計画的に形成するため、適切に市街化の誘導を図る。 

地区施設の配置

方針 

 既に整備された区画道路による道路網構成を基本として、

その機能の維持を図るとともに、主要な区画道路の整備によ

り、隣接する土地区画整理事業区域内の区画道路と適切に接

続し、船橋日大前駅を中心に形成される新市街地との一体性

を確保する。 

 鉄道用地周辺を中心として、緑地として定め、鉄道高架に

よる景観阻害の緩和を図る。 

建築物等の整備

方針 

 既存宅地の環境の保全を図るとともに今後立地が予想され

る宅地においてゆとりと風格のあるまちなみの形成を誘導す

るため、敷地の細分化防止の目的で敷地の最低限度を定める

ほか、壁面の後退、かき又はさくの構造、建築物の意匠等に

ついて定める。 
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道路 

区画道路１号  幅員６ｍ  延長 約１９０ｍ 

区画道路２号  幅員６ｍ  延長 約１３０ｍ 

区画道路３号  幅員５ｍ  延長 約１９５ｍ 

区画道路４号  幅員５ｍ  延長 約１８０ｍ 

区画道路５号  幅員５ｍ  延長 約１７５ｍ 

区画道路６号  幅員５ｍ  延長 約 ４０ｍ 

緑地 面積 約０．１３ha 

地
区
の
区
分

区分の名称 既成住宅地区 新規住宅地区 

区分の面積 約２．４ha 約０．３ha 

建

築

物

等

に

関

す

る

事

項

建築物等の用途の

制限 

 次の各号に掲げる建築物以外の建築物を建築しては

ならない。 

 ただし、市長が特にやむを得ないと認めた公益上必

要な建築物については、この限りではない。 

１．専用住宅 

２．住宅で建築基準法施行令第１３０条の３の第６ 

  号、第７号に掲げる用途を兼ねるもの 

３．診療所 

４．上記１から３に掲げる建築物に付属するもの 

建築物等の高さの

最高限度 
１０ｍ 

建築物の敷地面積

の最低限度 
１００㎡ １３５㎡ 

壁面の位置の制限  建築物の外壁又はこれに代わる柱の面から、前面道

路（建築基準法第４２条第１項に掲げる道路）の境界

線までの距離は、計画図に示す位置で０．５ｍ以上と

する。 

建築物等の形態も

しくは意匠の制限 

 建築物の外壁の色は、白及びグレー、クリーム色、

茶色等の中間色を基調とし、刺激的な色彩や装飾を避

ける。 

かき又はさくの構

造の制限 

１．道路に面する側は、次の各号の一に該当するもの 

とする。 

⑴生け垣、竹垣

⑵鉄柵、金柵（透視可能なフェンスとする）

２．前項の規定にかかわらず道路側にコンクリートブ 

ロック造、石造等の垣を設置する場合には、道路か

 らの高さを１．０ｍ以下とする。 

３．かき又はさくは、壁面線を超えて地区施設内に築 

造してはならない。 


